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道
路
の
新
規
事
業
再
開
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
七
月
二
十
五
日
、
国
土
交
通
省
は
、
こ
れ
ま
で
凍
結
し
て
い
た
道
路
の
新
規
事
業
を
来
年
度
か
ら
再
開
す
る
方
針
を
固

め
、
直
轄
高
速
道
路
を
中
心
に
選
定
作
業
に
入
る
と
い
う
。
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
活
力
溢
れ
る
地
域
社
会
を
形
成

し
て
い
く
た
め
に
は
、
道
路
交
通
体
系
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

道
路
予
算
を
め
ぐ
っ
て
は
本
年
度
に
お
い
て
、
前
原
国
土
交
通
大
臣
は
、
「
原
則
、
新
規
事
業
は
行
わ
な
い
」
と
し
て
、

約
二
割
削
減
し
た
が
、
来
年
度
に
つ
い
て
は
「
新
規
事
業
は
費
用
対
効
果
を
徹
底
し
、
必
要
な
も
の
は
や
っ
て
い
く
」
と

言
っ
て
い
る
。
方
針
転
換
し
た
と
い
う
理
解
で
い
い
の
か
、
菅
内
閣
の
考
え
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
鳩
山
前
内
閣
の
強
調
し
た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
は
、
菅
内
閣
で
は
全
く
反
対
の
立
場
と
理
解
し

て
い
い
の
か
、
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

三

今
回
の
国
土
交
通
省
の
方
針
で
は
、
費
用
対
効
果
に
お
い
て
、
建
設
費
用
に
比
べ
経
済
効
果
が
大
き
い
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
分
析
方
法
の
下
で
結
果
が
出
た
の
か
、
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

四

三
に
関
連
し
、
便
益
と
し
て
数
値
化
さ
れ
に
く
い
、
例
え
ば
過
疎
地
域
を
結
ぶ
道
路
や
高
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
改

一



善
等
、
地
域
に
と
っ
て
の
必
要
不
可
欠
な
道
路
は
、
別
の
視
点
か
ら
評
価
対
象
に
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見

解
如
何
。

五

我
が
青
森
県
の
道
路
整
備
率
は
、
全
国
・
東
北
平
均
と
比
べ
、
未
だ
に
低
い
状
況
に
あ
り
、
先
ず
津
軽
自
動
車
道
、
八

戸
・
久
慈
自
動
車
道
な
ど
、
そ
の
対
象
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
、
地
元
か
ら
も
整
備
促
進
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
区
間
選
定
等
の
再
開
は
い
つ
か
ら
行
う
の
か
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


